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暮はツルニツジン屬 CCodmopsis ) の持つ一特徵であらう 0 
〇ハプ テコ プラ追記（前川文夫 :） ' 

本誌20 :120 (昭和 19) に久內淸孝氏がォホヶタデを本草時代にハブテコ,ブラとよ 
んだという記事を書かれた。面白い名前なのでその後見っかると書留めておいたが德川 
時代にはかなり一般にも使われ同時に數種の植物をさすかの機に見えて来たのでこ W こ 
記して御參考に供する 。. n ■ ..■二. ' 

カブテコブラ，植物學雜誌6、 P . (371〕〔1892)に長野菊次郞氏がオホヶタデの筑前方 
言として記す〇少くとも明治年間には通®していた名であることがわか る。リ 
ハブテコブラ，カブテコブラ，蘭山の啓蒙 3) にキササゲに宛て X いる。 

ハブテコブラ C 紀州若 山， 雲州〕，ハビテ: i ブラ（熊野）ともにゴシと ュ を指ず.と同じ 
く啓蒙 28 にある〇 ■ ..' 

habite-kobura. Siebold et Zuccarim, FI. Japonica: 50 \Z Boymia mtaecarpa し’ゴ 
シュュ〕の條に和名としでこの語あり。 

Cap di Cobra nomine lusitanico ； .Thimberg が Flora Japonica : 269 (1784〕 に 
Croton actitum Thunb. を記載し，長崎に,栽培，ポルトガルより渡来と記し;^條下に， 
その日本名として上記の名と附記とがある。とのものは今の何かわがらないがどうやら 
渡来した名の變遷がおほろげながらわかるように見える。 

〇導管內のラセンが糸になつて出て來る二三の例 （前 川 文夫） 

中將姬が機を_った原料のハスはあまりにも有名だが，短かいものならば二三ある。 
自然にある時節になると.らせんがほどけて白い糸となるのは.モクレン屬の種子である。 
熟すると例の朱紅色で扁球形の種子が不規則なあまり氣持の良くない恰好の果實からぶ 
ら下がるが，この時のらせんの糸は相當に丈夫だし又長いものは 1 cm 以上もっ ir ぐ。 
とれは胚柄內から出たものである 〇 葉では柄を折るとよく出るものがある。子供達はと 
れを却って居て柄をとまかく折っていくっもぷらさげて遊ぶ' ことがある。ドクダミは可 
成よくとの糸が出る 0 タマアジサヰでも出て來るのに氣がっいた。ミヴキはそ ix よりも 
よい例であって相當長いものがとれるが，とれは小倉謙敎授から先年日光で敎へて頂い 
て知った。■山崎敬君からは先日サンゴジュの葉で子供の時遊んだと聞いた。搜すと存外 
例があると思ふ。肉質の柄で曲げるとピチツと折れるものでないと糸がっ V て來ないや 
うだ。導管內の螺旋狀の肥厚の說明によいし，又こんなに細くて均一の木さの糸は何か 
特殊の用途でも見附か,るかも知れな V 。 

〇 本邦産 ツチトリモチ屬の最古 記錄（:津山尙） ノ 

日本內池 7 口 ー ラにツチトリモチ屬が確立されたのは，明治16年(188 3 〕大久保三郞氏 
の天城山での未熟品の發見に次いで，其前後に牧野富太郞先生が土佐で完全な擇本を探 
集.されてこれを東京大學に遠附'され，後明治39年〔190幻 BalanOphora japonica 

Makino なる學名が與へられた時に初まるのであるが，一方琉球フロ ラでは英國 Kew 
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